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チリ産サーモン生産数量推移
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飼料、親魚から手掛ける
トラウト一貫養殖(SA社の場合)

飼料工場

加工工場

淡水養殖場

海面養殖場
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淡水養殖場

・使用種苗は全て自社生産
・河川水を殺菌の後（一部除く）陸上タン
クに導入し、育成を行う（かけ流し方式）。
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海面養殖場

海面生簀

自動給餌システム

給餌宿泊棟

生簀上の様子
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生簀

生簀

生簀

生簀

生簀

生簀

生簀

生簀

生簀

生簀

1拠点生産キャパ
60,000尾/生簀×20生簀

×歩留り85％×2.5㎏/尾
＝2,550t（110万尾）

生簀サイズ：30m×30m×深さ16m

1年間で10～11拠点より水揚げ実施。

海面生簀拠点（セントロ）の構造

給餌宿泊棟

飼料を送風により送る管

給餌はコンピューターで一括管理。
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飼料工場

生産能力：90,000t/年

2生産ラインを有す
投薬飼料専用生産ライン
HPLC分析室
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加工場
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加工処理等級・重量選別

日本基準に基づき設計さ
れた工場で、鮮度と品質
管理を徹底し生産してい
ます。

水揚げ

活魚で水揚げ

加工

水揚げと加工

活魚輸送船で魚輸送 ストックポイ
ント
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SD HG

TRIM-A TRIM-C TRIM-D

TRIM-E 定塩

製品アイテム(SA社の場合)
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